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47

第27回(令和4年度)「北陸地域の活性化」

に関する研究助成について／一般社団法

人北陸地域づくり協会

http://www2.hokurikutei.or.jp/works/p

ublic/josei/news/211201/youryou.pdf
2021年12月6日 2022年1月31日

46

2022年度ニッセイ財団児童・少年の健全

育成実践的研究助成について／公益財団

法人日本生命財団

http://www.nihonseimei-

zaidan.or.jp/jidou2/pdf/2021_bosyu_yo

ukou.pdf

2021年12月2日 2022年3月1日

令和３年 １２月 6日現在

研究対象

以下の重点分野に対する課題を明確にした研究

第１分野：健全育成のための教育、周到な準備を図る分野

（教育、予防的対処等を図る分野）

第２分野：健全育成にとって喫緊の対応を要する分野

（療育的対処等を要する分野）

国土の利用及び整備または保全、災害防止の支援に関するもので、以下の分野

の取り組みが対象となる。

・対象テーマ

A 社会資本の維持管理

B 防災・減災

C 地域振興・地域づくり

D 持続可能な社会形成

・助成事業の種類

①地域づくり研究事業

北陸地域の活性化に寄与する活動または事業

②技術開発支援事業

技術や知識を活かして北陸地域の課題解決に向け実効性のある成果を

出すための技術開発・研究事業

③技術開発共同研究

技術や知識を活かして北陸地域の課題解決に向け実効性のある成果を

出すための技術開発・研究事業

1

http://www2.hokurikutei.or.jp/works/public/josei/news/211201/youryou.pdf
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45
令和4年度教科書研究奨励金公募につい

て／公益財団法人中央教育研究所
https://www.chu-ken.jp/koubo.html 2021年12月2日 2022年4月25日

44

令和４年度健康運動指導研究助成につい

て／公益財団法人健康・体力づくり事業

財団

https://www.health-

net.or.jp/tyousa/josei/documents/r4_1

-1_boshuyoukou.pdf

2021年11月22日 2022年1月14日

目的

超高齢社会を迎え健康寿命の延伸をめざす我が国において、運動やスポーツ

への関心が高まり、質の高い運動指導が求められている。本研究助成は、健

香運動指導士、健康運動実践指導者の自由な発想に基づく運動指導における

実践研究や地域・職域における健康・体力づくり、課題解決のための調査研究

等を支援することにより、運動指導の充実・強化とともに運動指導者の資質

向上を図り、国民の健康・体力づくりに寄与することを目的とする。

対象研究区分：③指定研究

研究課題：「地域における身体活動・運動の推進に関する研究」

若手の研究者による教科書に関する様々な研究の発展と日本の教育の改善を

目的として、教科書に関する研究に奨励金を交付する。

助成対象

日本および諸外国における学校またはその他の教育機関で使用されている教科

書についての様々な研究を対象とする。教科は問わない。

教科横断的な研究、諸外国の教科書研究も対象とする。

以下のような研究も含む。

⑴教科書の国際比較研究、教科書政策・制度研究、歴史的研究

⑵教科書の内容や使用方法の分析、副読本の分析、教師用書の分析

⑶教科書の編集・制作過程の研究、体裁・装丁等の研究

⑷教科書に関する教師、児童・生徒、保護者等の意識研究

2
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43
2022年度研究助成について／公益財団法

人藤森科学技術振興財団

https://www.fujimori-

f.or.jp/subsidy/requirements.html
2021年10月28日 2021年12月31日

42

第３２回令和３年度人工知能研究助成に

ついて／公益財団法人中部科学技術セン

ター

http://www.cstc.or.jp/business/ai_rese

arch.php
2021年10月26日 2021年11月30日

研究対象テーマ

人工知能及び関連技術分野(人工知能を活用した情報処理技術、情報通信技術

等）の高度化に関する調査、研究及び開発であって、次の各号に掲げるもの

とする。

①産業・環境分野における技術高度化並びに生産性改善のための

人工知能及びその利用技術に関する研究

②医療・介護・教育・経済・法律等の知的支援に関する研究

③画像・音声理解、ヒューマンインターフェイス、エンターテイメント、

感性情報処理の高度化に関する研究

④ロボットの感覚・運動・思考・知能・感情・インタラクション等に

関する研究

⑤インターネット・IoT・モバイルシステムの知的で安全な利用法に

関する研究

⑥その他、人工知能の基礎及びその利用技術等に関する研究

研究助成対象

持続可能な未来社会への喫緊の課題である環境問題の解決に向けた機能を有

する物質、材料、機構、設計、社会システムに関わる萌芽的な研究(自然

科学・工学と社会科学の両分野の研究で募集する）

〈参考例〉

①プラスチックなどの素材循環を促進する研究

②環境負荷を低減するエコマテリアルの研究

③再生可能資源に関する材料、環境保全材料の研究

④環境効率などの測定や評価指標、評価手法の研究

⑤環境科学システム、モデル構築の研究

※この例にとらわれず、先見的、創造的テーマを歓迎する。

3
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41

2022年度ECOMO交通バリアフリー研

究・活動助成について／公益財団法人交

通エコロジー・モビリティ財団

http://www.ecomo.or.jp/barrierfree/bfj

yosei/shiori/bfjyosei_shiori_2022_12.pd

f

2021年10月8日 2021年11月30日

40

2022年度『乳の学術連合』学術研究につ

いて／乳の学術連合・一般社団法人Jミル

ク

https://m-alliance.j-

milk.jp/koubo/2022/index.html
2021年10月4日 2021年12月31日

①牛乳乳製品健康科学会議

分野：「牛乳乳製品健康科学」

研究対象

「牛乳乳製品の価値向上に繋がる医学・栄養学・食品科学・スポーツ科学等

の分野の課題」に係る学術研究

②乳の社会文化ネットワーク

分野：「乳の社会文化」

研究対象

牛乳乳製品の価値創造、日本・アジアにおける牛乳乳製品の食生活への受容、

次世代酪農の可能性等に関する「乳」に係る社会的・文化的な学術研究

③牛乳食育研究会

分野：「食と教育」

研究対象

乳を活用した「食に係る教育の新たな知見」に関する学術研究

〈若手研究部門・一般部門〉

助成対象

・公共交通機関における移動のバリアフリー化に関わるもの

・公共交通機関に関連する建築物や道路等のバリアフリー化に関わるもの

・公共交通機関における移動のバリアフリーに関する教育や人材育成等に

関わるもの

助成の対象を踏まえて2022年度の優先的重要課題テーマ

・高齢者及び障害者等の移動等円滑化

・公共交通機関における新型コロナウイルス感染症の影響とその対策方針

・２０２０東京オリンピック・パラリンピックのレガシー

・災害避難時、復興時及び備え(非常時も含む)

・共生社会構築に向けて

4
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39
第39回とやま賞について／公益財団法人

富山県ひとづくり財団

http://www.t-

hito.or.jp/zaidan/toyamashou/data/bos

hu.html

2021年10月4日 2021年11月15日

38
2022年度TASC助成研究について／公益

財団法人たばこ総合研究センター

https://www.tasc.or.jp/assist/pdf/2022

_bosyuyoko.pdf
2021年10月4日 2021年12月1日

研究助成の対象

⑴嗜好品、あるいは嗜好品に関連する産業や企業に関する歴史・文化等の

研究

⑵嗜好品の摂取・利用が、人間の心理・行動・価値観・欲求・健康観・幸福

感、あるいは社会に与える影響の研究

⑶上記⑴、⑵以外の人文科学・社会科学の分野における嗜好品に関する研究

対象分野

学術研究、科学技術、文化・芸術、スポーツ等の分野において、すぐれた

業績を挙げ、かつ、将来の活躍が期待される個人または団体で、以下の条件

を満たすもの。

候補者の条件

⑴富山県出身または富山県内在住の者

⑵４５歳以下であること(令和４年４月１日現在）

※ただし、学術研究部門人文社会分野についてはこの限りではない。

⑶大学・研究機関等に所属する者にあっては准教授相当クラスまでの者で

あること。

5

http://www.t-hito.or.jp/zaidan/toyamashou/data/boshu.html
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37
2021年度物流研究助成について／公益財

団法人SBS鎌田財団

https://www.sbs-

kamatazaidan.or.jp/skzd/pdf/sbs-

kamatazaidan_guidelines2021.pdf

2021年9月29日 2021年11月30日

36
第15回資生堂女性研究者サイエンスグラ

ントについて／株式会社資生堂

https://corp.shiseido.com/jp/rd/doctor

/grants/science/
2021年9月16日 2021年11月16日

35
2021年度研究助成について／公益財団法

人中山隼雄科学技術文化財団

http://www.nakayama-

zaidan.or.jp/subsidy/subsidy01.html
2021年9月8日 2021年10月15日

・助成研究A

ゲームの分野の研究

①重点研究：誰一人取り残さないためのゲーム

②基礎的・基盤的研究：ゲームに関する各種研究

・助成研究B

「人間と遊び」に関する各種研究

趣旨

人々が幸福を実感できるサステナブルな世界の実現を目指した、女性研究

者の研究活動を支援し、将来指導的立場を目指す女性研究者の育成に貢献す

る。

対象分野

自然科学分野（理工学分野、生命科学分野いずれも応募可）

※美容・健康領域やそれらの領域へ発展の可能性のある分野の応募も歓迎

対象となる研究

①物流分野の振興・発展に資する学術研究

（学術研究のテーマ例）

・物流の効率化を進める取り組み

・貨物輸送の安全向上を図る取り組み

・物流の仕組みの改善を通じて地球環境負荷の低減(CO₂排出の削減)を

図る取り組み

②物流分野における研究集会、シンポジウム、セミナー等の開催

6
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34
2021年度研究調査助成について／公益財

団法人電気通信普及財団
https://www.taf.or.jp/grant-a/ 2021年9月8日 2021年11月30日

33
令和4年度国際学術研究助成について／

公益財団法人平和中島財団
http://www.hnf.jp/josei/ 2021年9月2日 2021年10月31日

1．国際学術共同研究助成

趣旨

国際的に優れた研究を国際共同研究として推進するものに対して助成を行

う。(国際研究集会、シンポジウム、セミナー、学会、講演会等の会議の開催

及び参加を除く。）

対象分野

特に限定しないが、学際的な組織で行われる研究。

2.アジア地域重点学術研究助成

趣旨

我が国及びアジア地域の大学・研究機関等の研究者からなる、アジア地域

に関する学術の共同研究に対して助成を行う。(国際研究集会、シンポジウム、

セミナー、学会、講演会等の会議等の開催及び参加を除く。)

対象分野

アジア地域(中近東、シベリア等を含む）に関するものであれば特に限定し

ない。

注)アジア地域に関するものではないものは、助成の対象とならない。

対象分野

情報通信の利用を促進し情報社会の進展に寄与するために行われる①～③

に対して助成金を給付する。

①情報通信に関する法律、経済、社会、文化等の人文学・社会科学分野にお

ける研究調査

②情報通信に関する技術分野における研究調査

③情報通信に関する人文学・社会科学分野及び技術分野の両分野にわたる研

究調査

7
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32
令和4年度(第44回)研究助成について／公

益財団法人日本板硝子材料工学助成会

http://nsg-

zaidan.or.jp/documents/r4essential.ht

ml

2021年8月6日 2021年12月10日

31
2021年度学術研究助成について／公益財

団法人飯島藤十郎記念食品科学振興財団

http://www.iijima-

kinenzaidan.or.jp/pdf/bosyuyouryo21.p

df

2021年7月26日 2021年10月12日

◎目的

この助成は、米麦その他主要食糧等を原料とする食品の生産・加工・流

通並びに食品科学等に関する研究を行う研究者及び研究グループに対し、

研究助成金を交付し、研究等の推進を通じて食生活・食文化の向上、健康

の増進及び食品産業の発展に寄与することを目的とする。

◎対象

米麦その他の主要食糧等を原料とする食品に係る食品科学等の研究領域

で以下に具体的な研究分野を例示する。

・生産・加工

・成分分析

・食品の機能・栄養

・安全・衛生、保存・貯蔵

・物性、品質、調理

・食品素材として利用される乳、卵、豆など及びそれらの成分の研究

・食品素材として利用される澱粉・多糖類、油脂の研究

・食品製造に利用される発酵・微生物の研究

助成の対象

主として、無機の固体材料並びに関連材料の科学と技術の研究。

例えば、ガラス・セラミックス等のバルク・薄膜あるいはナノレベルのハ

イブリッド構造で、フォトニクス、エレクトロニクス、医用、環境、省エ

ネルギー、各種構造材等に用いる材料(複合材料を含む)に関する基礎研究

および応用研究。(注：純粋な金属は含まない。)

8
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30
令和3年度研究助成について／公益財団

法人上廣倫理財団

http://www.rinri.or.jp/research_support

_kenkyujosei01.html
2021年7月26日 2021年9月15日

29

令和4年度日本人若手研究者研究助成に

ついて／公益財団法人中島記念国際交流

財団

http://www.nakajimafound.or.jp/DL/gr

ant.pdf
2021年7月26日 2021年8月20日

〈目的〉

優れた日本人若手研究者に対して研究助成を行い、学術の振興に寄与する

ことを目的とする。

〈対象分野〉

生命科学

※原則として一人で行う研究であって、将来の発展が期待できる研究を対

象とする。

・趣旨

本助成では、人間の「生命」や「生き方」、社会における「共生」に関

して哲学、倫理学、教育学、心理学等、様々な分野で学術的な研究に取り

組まれている若手研究者の育成を目指している。

博士課程に在籍もしくは修了しながらも、大学・研究所等の正規の職位

を得られず、学術振興会の公的助成を受けていない研究費取得の必要性が

高い若手の研究者、また、女性研究者の積極的な応募を期待している。

・対象となる研究

⑴ 人間の「生命」や「生き方」、社会における「共生」に関する哲学、

倫理学、教育学、心理学等、人文社会科学分野からの研究

⑵ 現代の倫理的課題に関する実態研究及び調査

⑶ 学校における倫理教育・道徳教育に関する研究

9
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28
2021年度助成金・補助金について／公益

財団法人科学技術融合振興財団
http://www.fost.or.jp/guidelines.html 2021年7月26日 2021年10月15日

27
第17回児童教育実践についての研究助成

／公益財団法人博報堂教育財団

https://www.hakuhodofoundation.or.jp

/download/pdf/subsidy_youkou_17th_2

022.pdf

2021年7月8日 2021年10月31日

対象となる研究

子どもたちのあらゆる成長の礎となる「ことばの力」を育む研究や、児童

教育実践の質を向上させる研究を助成する。

※児童教育の対象は小・中学生とする。ただし、児童教育への反映が明確

な場合に限り、幼児、高校生に関する研究も可とする。

◎「ことばの力」を育む研究

・国語・日本語教育の諸分野における研究

・あらゆる学びの場におけることばの教育に関する研究

◎児童教育実践の質を向上させる研究

・多様な場における教育実践の質を向上させる研究

１ 研究助成

課題A シミュレーション＆ゲーミングに関する調査研究

課題B ①情報技術、ネットワーク技術を応用したシミュレーション＆

ゲーミングによる学習用ソフトウェアの試作

( 学習用ソフトウェアを通じて行う青少年科学技術啓発活動)

②社会に役立つシリアスゲームの調査研究

２ 補助金

課題C シミュレーション＆ゲーミングの先進的独創的な手法の研究
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26
2021年度助成金について／公益財団法人

マリア財団

https://maria-

zaidan.org/news/jyosei_2021.html
2021年7月8日 2021年11月30日

25

第21回インテリジェント・コスモス奨励

賞について／公益財団法人インテリジェ

ント・コスモス学術振興財団

http://www3.ic-

net.or.jp/~incos/files/award/encourage

ment_prize202101.pdf

2021年7月5日 2021年9月6日

24
2021年度食の文化研究助成募集／公益財

団法人味の素食の文化センター

https://www.syokubunka.or.jp/researc

h/pdf/application_outline.pdf
2021年7月5日 2021年8月31日

研究分野

①食の文化に関わる研究を対象とする。人文・社会科学の研究に限らず、

自然科学分野で食の文化に関する研究も含む。

（但し、食品や医薬品などの開発を目的とするものは除く。）

②特に、食の文化に関する認識や研究活動に新たな広がりや深みをもたら

すことが期待される研究を優先的に対象とする。

科学技術分野において優れた研究テーマを持つ将来有望な若手研究者及び東

北の産業支援に貢献する優れた研究技術の開発を行った研究者またはグルー

プに対し、インテリジェント・コスモス奨励賞を授与する。

研究対象

１）萌芽的な段階にある優れた独創的自然科学研究及び自然科学と人文・社

会科学の融合領域の研究

2）東北の産業支援に貢献する優れた研究・技術の開発

子供たちの心身ともに健全な発育、豊かな人間性の育成と才能開発を図るに

は、何をどのように教えるのかという教育内容・質が問題となる。

新しい視点をもった独創的な児童教育の実践、研究に対して助成を行う。

〈助成対象〉

⑴幼児・児童教育等に関する研究・実践を行っている個人・団体

⑵原則として日本国内で研究・実践を行っている者

⑶過去にこの助成を受けていない者
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23

2022年度日本万国博覧会記念基金助成事

業募集／公益財団法人関西・大阪21世紀

協会

https://www.osaka21.or.jp/jecfund/inf

ormation/data/requirements.pdf
2021年7月5日 2021年9月30日

22
2021年度学術研究助成事業募集／公益財

団法人全国銀行学術研究振興財団

http://www.jade.dti.ne.jp/bankfund/bo

syuyoko.pdf
2021年7月5日 2021年9月21日

目的

経済・金融及びこれらに関する法制に係る研究の助成等を行い、もって学

術研究の発展に寄与することを目的としており、この目的のために本要項の

とおり、経済・金融及びこれらに関する法制に係る「研究」および「研究成

果の刊行」に対する助成を行う。

研究分野

・経済分野：経済理論、経済統計学、経済政策、経済史、財政学、金融論及

びこれらに準ずるもの

・法律分野：民法、商法、経済法、その他の金融・経済に関する法律

1970年万博の理念を継承し「日本万国博開催の意図」の趣旨に適った活動を

対象とする。

〈 国際相互理解の促進に資する活動 〉

①国際文化交流、国際親善に寄与する活動

・国際交流に寄与する活動

・国際協力に寄与する活動

②教育・学術に関する国際的な活動

・教育に関する国際的な活動

・学術に関する国際的な活動
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21
2021年度公募委託調査研究募集／一般財

団法人全国勤労者福祉・共済振興協会

https://www.zenrosaikyokai.or.jp/znr_h

p/wp-content/uploads/2021/06/2021-

bosyuu_youkou.pdf

2021年6月23日 2021年8月31日

20

2022年度石本記念デサントスポーツ科学

振興財団学術研究募集／公益財団法人石

本記念デサントスポーツ科学振興財団

https://www.descente.co.jp/ishimoto/p

df/des_shinsei44.pdf
2021年6月21日 2021年8月6日

学術研究テーマ

第一部 課題学術研究

①暑熱環境下における運動パフォーマンスサポートまたは快適性を実現する

手法に関する研究

②運動時におけるウエアの快適性実現の手法、あるいは快適性を定量化する

新たな手法や指標に関する研究

③運動後のリカバリーに有効なクールダウンを実現する手法に関する研究

④スポーツウエア開発に関するシュミレーション技術の構築

第二部 自由課題学術研究

本財団の趣旨に添ったものであり、申請者がこれまで行ってきた研究を助成

することによって、調査・研究の発展・充実が期待されるものであること

募集テーマ

「ともに助けあい、支えあう社会をめざして」

募集する研究

・自然災害等へ備える（防災・減災を含む）ための「共済・保険」に関する

研究

・社会的な孤立、困窮等の課題解消に向けた「協同組合・相互扶助組織」の

役 割等に関する研究

・不安定雇用、所得格差の拡大等を解消するための「社会保障・社会政策」

に関する研究
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19
2021年度日本海学研究･普及事業助成

募集／日本海学推進機構

http://www.nihonkaigaku.org/library/gr

oup/2021.html
　 2021年6月21日 2021年7月5日

18
公益信託「福原記念英米文学研究助成基

金」募集／三菱UFJ信託銀行株式会社

http://daieikyo.jp/aetp/modules/bulleti

n/index.php?page=article&storyid=6
2021年6月1日 2021年10月31日

17
2021年度研究助成／一般社団法人カーボ

ンリサイクルファンド

https://carbon-recycling-

fund.jp/research_grant_activities/
2021年6月1日 2021年6月14日

対象

(1)研究事業

環日本海地域の自然環境、交流、文化、危機と共生に関する研究

日本海及び環日本海地域に視点をあてたものであれば、自然科学、人文

科学、社会科学等、分野は問わない。複数年にわたる研究については、3

年以内とする。

(2)普及活動事業

日本海学に関する講演会、シンポジウム、出版等の普及活動

(3)特別奨励事業

(1)、(2)いずれかの分野でこれまでに本助成事業に採択され、その助成期

間が終了した事業で、日本海学の振興に大きく貢献する実績を残し、今

後も発展が期待されるもの。複数年にわたる場合は、２年以内とする。

本基金は、故福原雛惠氏（故福原麟太郎氏夫人）の遺言に基づき、若手･中

堅の英米文学研究者を助成し、もって英米文学研究の振興発展に寄与する

ことを目的として設定されたものである。

受給者は、公益信託福原記念英米文学研究助成基金給付規定に基づき、運

営委員会の選考を経て決定される。

・ 募集テーマ

①鉱物化（コンクリート等の材料）による CO2固定化技術

②燃料への転換技術

③化学品への転換技術

④CO2分離回収に係る技術(直接空気回収を含む)

⑤社会科学等の分野

⑥CO2吸収源(土壌、森林、ブルーカーボン、生物の活用、農林水産等)に係

る研究

⑦その他（水素製造、ジオエンジニアリング、機能性材料、医療分野等）
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16

公益信託田島毓堂（いくどう）語彙研究

基金 学術賞（田島毓堂賞）・研究助成の

募集／受託者三菱UFJ信託銀行株式会社

http://goikenkyu.html.xdomain.jp/ 2021年5月17日 2021年6月30日

15

2021年度「研究助成」・「研究集会ス

タートアップ及びその飛躍への助成」の

募集／公益財団法人泉科学技術振興財団

https://www.izumi-zaidan.jp/ 2021年4月16日 2021年6月15日

14
2021年度研究費助成／一般財団法人中辻

創智社
https://nakatsuji-ff.org/ 2021年4月16日 2021年6月14日

この公益信託は、設立者である田島毓堂氏の語彙研究における思いから、

言語学の中で、語彙研究（日本語・外国語）の発展を図り、もって学術の

発展に寄与することを目的に設定されたものである。

・学術賞（田島毓堂賞）

当該期間内に公刊された語彙研究に関する特に優れた研究業績（単行本あ

るいは論文１編以上）に贈呈するものである。

・研究助成

語彙研究に関する優れた個人研究または共同研究に贈呈するものである。

・研究助成

高度機能性材料及びこれに関連する科学技術の基礎研究分野における、真

に独自の発想に基づいた新しい研究に対する助成。

・研究集会スタートアップ及びその飛躍への助成

高度機能性材料に関して新分野開拓を志向する萌芽的な研究集会・セミ

ナーを結成しようとする若手研究者、及び既結成の萌芽的な研究集会・セ

ミナーの飛躍的な発展を主導する研究者に対する助成。

・趣旨

近年、科学研究費の配分状況の変化に伴い、公的資金によるサポートを得

難い研究分野・学問領域が増えており、同分野の研究者は研究の継続が困難

な厳しい状況に直⾯している。社会的意義あるいは学術的意義は大きいもの

の公的資金を得難い分野、一度失われてしまうと取り戻す事が難しい分野を

対象の中心として研究費の助成公募を行う。具体的には、分類学や生態学、

自然保護など生物多様性や環境保全に関連する分野を対象の中心とする。

人文系の学問領域は対象外とする。科研費の基盤 C・若手研究を補完する位

置付けである。選考時に評価が同等の場合には、若手研究者からの申請を優

先する。
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13
2021年度(第35回)研究助成の募集／公益

財団法人大川情報通信基金
http://www.okawa-foundation.or.jp/ 2021年4月16日 2021年6月10日

12
2021年度環境助成研究募集／公益財団法

人鉄鋼環境基金
http://www.sept.or.jp/ 2021年4月16日 2021年5月31日

情報通信分野において、独創性のある、先進的または社会的に有用な調査・

研究に対して助成を行う。

助成対象分野

(1)情報・通信に関する基礎的な調査・研究

(2)情報通信網・通信技術等に関する調査・研究

(3)情報システム・コンピュータ科学等に関する調査・研究

(4)知識処理、認知科学等に関する調査・研究

(5)バイオ技術に関連する研究のうち主に情報・通信に関連する調査・研究

(6)主に情報・通信に関する工学的な応用調査・研究

(7)医療、福祉、教育、芸術等における情報・通信技術の適用に関する応用調

査・研究

(8)情報・通信、メディア等の社会への普及、影響等に関する調査・研究

研究助成対象課題

(1) 大気環境保全技術

(2) 土壌・水質保全技術

(3) 副産物の利用促進技術・廃棄物の効率的処理技術

(4) 地球環境問題

(5) エコプロセス
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《令和3年度公募中研究助成一覧》※網掛け部分は公募が終了したものです。　
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令和３年 １２月 6日現在

11

2021年度グラフィック文化に関する学術

研究助成の募集／公益財団法人DNP文化

振興財団

https://www.dnpfcp.jp/foundation/gra

nts/
2021年3月17日 2021年6月19日

10

2021年度ニッセイ財団　高齢社会助成

「実践的課題研究助成」「若手実践的課

題研究助成」公募／公益財団法人　日本

生命財団

http://www.nihonseimei-

zaidan.or.jp/kourei/02.html
2021年3月17日 2021年6月15日

助成対象の研究分野

・A部門 （グラフィックデザイン、グラフィックアート全般をテーマとす

る学術研究）

グラフィックデザイン、タイポグラフィ、印刷、版画、写真等のグラ

フィック文化に関係する幅広い学問領域の研究。 例えば、美術史、デザ

イン史、美学、芸術学、博物館学、美術教育学、比較文化論、画像工学、

技法材料・保存科学、心理学、法学、経済学等。

・B部門 （グラフィック文化に関するアーカイブをテーマとする研究）

グラフィックデザイン、タイポグラフィ、印刷、版画、写真等のグラ

フィック文化に関係するアーカイブ構築に関わる研究、または既存のアー

カイブが所蔵する史資料の調査・分析、あるいは整理分類手法やデータモ

デルの提案といったアーカイブ自体の基礎研究等。

実践的研究助成のテーマ

・第１分野：「いつまでも地域で高齢者が安心した生活が送れるまちづ

くり（地域包括ケアシステム）の推進」

在宅サービス（医療、ケア、住宅等を含む）の推進、高齢者を支える介

護・看護・医療連携システムの開発、実践等をテーマとする。

・第２分野：人生 100 年時代の「高齢者の生きがい・自己実現・就業支

援」

人生 100 年時代のライフサイクル構築への取組、高齢者ボランティアの

養成等をテーマとする。

・第３分野：「認知症の人が地域で安心した生活ができるまちづくり」

(本財団恒久分野)

本財団で長く取り組んでいる分野であり、認知症ケアへ向けて医療と介

護の連携、認知症の人の権利擁護の推進等をテーマとする。

・第４分野：「新型コロナ感染下における高齢者ケアの実践」(2021 年度

特別分野)

感染対策のあり方、住民や専門職の連携・人材養成、施設入居者と家

族・地域のつながり、ICT の活用等をテーマとする。
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《令和3年度公募中研究助成一覧》※網掛け部分は公募が終了したものです。　

№ 公募名／助成団体 公募元リンク 対象分野・テーマ等 掲載日 申請期限

令和３年 １２月 6日現在

9
2021年度研究調査助成及び研究出版助成

の募集／公益財団法人日本証券奨学財団
https://jssf.or.jp/ 2021年4月1日 2021年6月10日

8
2021年度第10回助成事業の公募／一般財

団法人竹村和子フェミニズム基金
https://www.takemura-fund.org/ 2021年4月1日 2021年5月14日

7
2021年度助成金の公募／一般財団法人

放送大学教育研究会
https://ua-book.or.jp/jyosei.html 2021年4月1日 2021年5月14日

6

公益信託　富士フイルム・グリーンファ

ンド(活動助成・研究助成)／受託者　三

井住友信託銀行株式会社

http://www.jwrc.or.jp/service/shintaku

/fgf_ken.htm
2021年3月17日 2021年5月6日

・研究調査助成は、学術の研究に従事している者に対し、その研究調査を奨

励し、学術の振興を図り、もって社会の発展と福祉に寄与することを目的と

して給付する。

・研究出版助成は、学術の研究に従事している者に対し、その研究調査成果

の公表等に係る出版費用の助成を行い、学術の振興を図り、もって社会の発

展と福祉に寄与することを目的として給付する。

・助成対象分野は、社会科学の各分野とする。

この基金は、フェミニズム／ジェンダー研究、または女性のエンパワメント

や女性へのサポートの視点で実施される活動に資する研究・調査を支援する

ことを目的としている。

なお、今回が最終募集のために、新型コロナウイルス感染拡大の影響下でも

実施可能な事業計画に限る。

助成の対象事業

（１）放送、インターネット等を利用した高等教育に関し、その効果的な教育

内容、教育方法、教材、教育システム等に係る研究開発事業

（２）放送、インターネット等を利用した高等教育に関し、その国外の教育研

究機関等への普及・協力に係る事業及び国際的な交流に係る事業

対象

・活動助成 自然環境保全もしくは自然とのふれあい活動

・研究助成 身近な自然環境保全のための調査研究もしくは自然とのふれあい

を促進するための調査研究
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5
2021年度研究助成の募集／公益財団法人

人・健康・未来研究財団
http://www.jnhf.or.jp/ 2021年3月17日 2021年4月30日

4
2021年度助成金申請／公益財団法人前川

ヒトづくり財団
https://grants.mfh.or.jp/grant/ 2021年3月17日 2021年4月23日

3
令和3年度助成金公募／公益財団法人内

田エネルギー科学振興財団
2021年4月1日

2021/4/15

申込みは

研究連携課まで

2

2021年度WEC応用生態研究助成の公募に

ついて／一般財団法人　水源地環境セン

ター

http://www.wec.or.jp/support/season/ 2021年3月17日 2021年4月5日

助成対象研究

ダムに係わる応用生態工学の課題に適応した研究に対して助成を行う。助

成の対象は、具体的な達成目標をもち、今後の発展が期待できるテーマのう

ち研究の実施が確実に見込まれ、成果の活用イメージが明確な研究とする。

令和３年度募集課題は、「ダム貯水池に係わる生態系・水環境(上下流・周辺

を含む。)に関する研究」、研究分野としては「生態学、工学、及びそれらの

境界領域である応用生態工学」とする。なお、審査に当たっては、単なるダ

ム貯水池を場とした生態学や工学の研究ではなく、ダム貯水池やダムがある

河川の管理に有効な科学的知見をもたらす新しい視点の研究を重要視する。

研究助成の趣旨・公募テーマ

当財団の目的である「ひとの穏やかでこころの豊かな未来を実現するために、

健全な食生活と予防医学に重点をおいた研究、さらに自然との共生を基本に、

こころの健康をめざした研究を振興し、もって国民の健康増進と生活の質の向

上に寄与する」ことをめざす研究者に助成を行う。食品、環境、医学、福祉の

研究のうち、当財団の目的にかなうテーマ。

助成対象

生涯発達・生涯学習・生涯現役につながる能力開発と能力活用の場の研究

※応募制限・研究代表者は40歳以下(2021年４月1日現在)大学院生も可。

助成対象の詳細

①試験研究費助成

②試験研究機関の設置費等助成

③科学技術知識普及事業費助成

④地域活性化・再生活動助成

⑤生活弱者支援事業助成

19

http://www.jnhf.or.jp/
https://grants.mfh.or.jp/grant/
http://www.wec.or.jp/support/season/
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令和３年 １２月 6日現在

1
2021年度研究助成等の募集／公益財団法

人　村田学術振興財団

https://corporate.murata.com/ja-

jp/group/zaidan
2021年3月17日 2021年4月2日

河川の管理に有効な科学的知見をもたらす新しい視点の研究を重要視する。

助成対象分野

・研究助成

自然科学：エレクトロニクスを中心とする研究分野に関する研究

人文・社会科学：国際化にともなう法律、経済、社会、文化等の諸問題に関

する研究

・研究会(学会を含む)助成

自然科学：エレクトロニクスを中心とする研究分野に関する日本国内で開催

される研究会・学会

人文・社会科学：国際化にともなう法律、経済、社会、文化等の諸問題に関

する日本国内で開催される研究会・学会

・海外派遣援助

自然科学：エレクトロニクスを中心とする研究分野に関する海外での研究活

動、あるいは海外で開催される国際会議、シンポジウム等で研究発表する場

合の海外派遣。

人文・社会科学：国際化にともなう法律、経済、社会、文化等の諸問題に関

する海外での研究活動、あるいは海外で開催される国際会議・シンポジウム

等で研究発表する場合の海外派遣。
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